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第３０回障害者による書道・写真全国コンテスト 

写真部門 金賞 ｢跳躍の舞」 

愛知県  浅井 由幸 
 

（作品ＰＲ） 

 烈しい動きを表現出来る様に、シャッタースピードを1/30秒に設

定して、フラッシュは1/2減光しました。 

 

（寸評）  

 スローシャッターで髪や着物を流し、ストロボでお面や刀を止め

た技法は抜群です。跳ねの上死点でシャッターを切られた腕前は流

石です。拍手。 

 このコンテストは、障害者の文化活動等の推進を図る

ことで技術の向上、自立への促進並びに積極的な社会参

加を目的として、(公財)日本障害者リハビリテーション

協会（全国障害者総合福祉センター）の主催により毎年

開催されているものです。第30回を迎えた今回のコンテ

ストでも、全国各地より227点（写真部門）にのぼる素

晴らしい作品がよせられました。 

目 次 
2016年 冬号 

←これは、SP コードです。 

専用読み取り装置の使用により、誌面の内容の音声出力

が可能です。 
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〈対談〉生きることの表現としてのアート 

 

 

ゲスト    越部 清美（法政大学准教授 パフォーマー） 

インタビュー 薗田 碩哉（日本福祉文化学会顧問 本誌編集委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニューヨークのアートシーンを学びに 

薗田 障害者の生活を人間的に豊かなものにする

ためには、文化やアートを欠くことができないと

思います。「人はパンのみにて生きるに非ず、文化

とアートによってはじめて、生き物としての〈ヒ

ト〉が文化を持った〈人間〉になる」と言っても

いいんじゃないでしょうか。越部先生は障害者に

関わってたいへん楽しいパフォーマンスを進めて

いらっしゃいます。戸山サンライズで毎年行われ

ている「障害者のためのレクリエーション支援者

養成研修会」でもユニークな「表現活動」のプロ

グラムを持たれて人気を博しておいでです。今日

はそのあたりのことをいろいろ伺いたいのですが、

まずは先生のアート遍歴について、どんなところ

でどんな経験をなさって来られたかお聞きしたい。 

越部 もう20数年も前のことになりますが、初め

て海外へ出てニューヨークに行ったんですね。そ

れは、ニューヨークにいれば最新のアートシーン

に出会えると思ったからです。私はダンスがメイ

ンですからダンスを中心にいろいろ見て歩きまし

た。ダンスだけでなくて芝居や音楽も美術館めぐ

りもしました。実は私の母は日本画家で弟は彫刻

をやっているんです。いろんな作品に触れること

で鑑賞眼を高めることができると考えたんです。

ニューヨークってところは一面殺伐としている町

ですが、それでいて日常にアートが溢れている。

地面に絵を描いたりしている人とか、路上でいろ

んな音楽もやっている。 

薗田 そういえばニューヨークの地下鉄ミュー

ジックというのは有名ですね。地下鉄の駅で演奏

すると響きがいいんでしょうね。日本でもやって

みたらいいのに。 

越部 ニューヨークでは若い人がアルバイトの貧

乏暮らしをしながらミュージカルのオーディショ

ンを受け続けているなんていうのがざらにありま

した。その道端の人が一躍スターになるなんてい

うエネルギッシュなところがあった。最近は日本

の街角でも若者たちがいろんな音楽をやっていた

りしますね。アメリカに近づいてきた。 

薗田 新宿の駅前でヘルメットをかぶって、逆さ

になってそのヘルメットでくるくる回って踊って

いる若者のグループを見たことがあります。街を

舞台にしてアートを展開するというのは楽しいで

すね。 

越部 私は音楽を聴いていても身体を見ちゃうん

です。有名なヴァイオリニストの演奏を聴きに

行っても私にはそれが踊りに見える。身体は嘘を

つかない。身体が自己表出している

んです。 

薗田 先生にはみんなダンサーに見
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えちゃうんですね。 

越部 そうなんですね。基本的な興

味の対象は身体や動きにあるという

ことです。ニューヨーク大学の大学院で実験的な

ダンスに挑戦したことがあります。向こうで知り

合った中国人の男性―ダンスは素人なんですが―

とか、語学生やピアニストやアートを学びに来て

いる女性とか、５人でチームを作って「あいうえ

お」という作品を作ったんです。これは「あ、あ、

あ、あ」とか「い、い、い、い」とか言いながら

歩くだけ。シンプルな動きでモザイク的に動く。

早くしたり遅くしたり。私はダンスは空間を作る

ことだと思っているんです。動きの骨格だけを押

さえておいて自由に動き、そこで生み出される空

間が面白い。ダンスの鑑賞というと優雅で繊細な

技術やダンサーを見るというのが当たり前になっ

ているんですけれど、私はそうじゃなくて踊り手

が作り上げる空間こそが作品だと思うんです。 

薗田 そういう見方でダンスを見られる人はあん

まりいないでしょう。 

越部 観客の鑑賞眼を高めていく必要があります。

アートというと美術でも音楽でも何でも評論家が

ほめたらいいものだという感じでしょう。見てい

る人に自信がないんです。自分の感性を信じてそ

れで鑑賞することができるように美術教育を変え

なくちゃいけないと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

権威から自由になったアートの面白さ 

薗田 そうですね。文化とか芸術とかいうと権威

主義が支配していて高い知識と教養を持った文化

エリートしかわからないみたいな捉え方がいまだ

に根強い。普通の市民の日常生活の中にアートが

根を下ろしていませんね。障害者の場合にはさら

に輪をかけてそう言えると思います。ですから障

害者の芸術活動の支援と言っても、一般社会にも

評価されて市場価値のあるものに眼が向いてしま

う。作品が売れるような創作者を見つけ出して世

に出そうというのでは、あっさり言えば就労支援

ですよね。もちろんそれにも価値はあるけれど、

もっと生活の現場に立ってアートを見直したい。

ちょうどパラリンピックと同じで超人的な活躍を

するスーパー実践者にばかり焦点が当たって、フ

ツーの障害者の日常のスポーツやレクリエーショ

ンは無視されてしまう。パラリンピックよりも障

害のある人たちの日常の身体を動かす楽しみを広

げることが重要であるように、アートも生活の中

で気軽に楽しまれたり作り出されたりするものに

して行きたいものです。 

越部 ニューヨークの公園で障害者のダンス、車

椅子のダンスを見たんですね。これはすごいと思

ニューヨーク大学でのイサドラ・ダンカン

のダンス。中央で立っているのが越部さん。

ニューヨーク、セントラルパークでのパ

フォーマンス。面をかぶっているのは越部

さん。 
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いました。屋外で、健常者と障害者がコラボして

動いている。そこに実に独特の空間が形作られて

いく。それを見て思ったのですが、発表すること

ができるのは高度な表現技術を持った人だけに限

るものではない。特別なトレーニングを受けなく

ても、もっと自由にそれぞれの感性に基づいて表

現したらいい。素人でも作品として面白いものを

見つければ、見ている人を楽しませることは十分

にできると思うのです。 

薗田 日本の近代アートというのは西洋をお手本

にして、必死にそれを自分のものにしようとやっ

てきたものですよね。音楽にしても絵画にしても。

あちらに大本があって、こちらはそれを追いかけ

るだけ。だからすごく真剣で真面目なんですね。

がまんして忍耐して頑張るという感じだから余裕

がない。 

越部 それじゃあ、つまらないですよね。一人一

人がもっと自分の感性を信じて、外から与えられ

る枠なんか取り外して、日常世界の中で身軽、気

軽に、開放的に表現する。そしてそれぞれの価値

を認めあう。そんな遊び心をくすぐる活動でない

と。一人一人が楽しまなくちゃウソですよ。その

ためには小学校の段階から、好みや考え方はみん

な違うという立場に立って「あなたの感性はそれ

でいい」と認めてあげることが大事だと思います。 

薗田 残念ながらいま行われているのはその逆で、

他人と違っちゃいけない、音楽だってダンスだっ

て型があって、型にはまっているほどいいとされ

る。それを越えようとするとたたかれる。 

越部 文化においては伝統というものは大切です。

私たちも伝統的な民謡も取り上げているんです。

例えば山形の尾花沢の花笠踊り。これは現地に

行って、昔から継承されている型を習います。そ

れは美しいし無駄がない。生活や風土に溶け込ん

でいる型です。それを繰り返し行うことで洗練さ

れていくわけです。そうした伝統を一方では踏ま

えながら、もう一方では、何もないところから新

たに作ることにも積極的に取り組んでいきます。

そこには自分の中から新しいものを創造していく

という大きな喜びが得られます。 

 

自由な感性が生み出すパフォー

マンス 

薗田 障害のある人たちとダンスを作っていられ

ますね。それはどんな手順で進められるんですか。 

越部 私のダンスづくりは小学生でも大学生でも

高齢者でも障害者でも、やっていることはみんな

同じなんです。まずはリラックスして心を開放し

て笑顔になる。みんなが自由に気兼ねなく動ける

ように声掛けをしていく。それからお互いを模倣

する。「鏡」というプログラムをご存じでしょう。

二人が向かい合って片方が自由に動く。もう一人

は鏡の像になって、ちょうど鏡に映っているみた

いに相手の動きに合わせて動く。お互いがまねを

し合うことで心が通じてくる。２人組で協力し

合ってある形を作る―「人間彫刻」と言っていま

す。人の身体を素材にした造形ですね。そうした

作品をお互いに見て歩く。「人間生け花」を鑑賞し

あうんですね。ワンポーズで拍手が出たりして

とっても楽しくなる… 

薗田 お手本や型があるんじゃなくて、自分の中

から自然に出てくる動きをもとに、それを周りの

人たちに絡ませていくという感じですね。動ける

ところから始めるのなら「障害」ということをあ

まり意識せずにできますね。 

越部 立てない人がいたら立てないところから出

発すればいいんです。そういう人もいるという違

いを認め合いながら場を共有してゆく。さまざま

な他者を受けいれながら、その関係の中から新し

い動きを引き出していく。そして、そこにしかな

い独自の空間を作っていくというのが私のパ

フォーマンスなんです。 

薗田 私はいつも「障害者のレクリエーション支

援者養成研修会」で「自己批判」としてお話しす

るんですが、その昔、われわれは「障害者のレク

リエーション」というのは、障害が

あってもできる、簡単で、手軽なレ

クリエーションという風に考えてい
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た。ところがアメリカの障害者レク

リエーションのガイドブックを見た

ら、そこには野球もサッカーも登山

もダイビングも何でもある。要するにレクリエー

ションのメニューは健常者と変わらない。違いは

障害が活動の妨げにならないように用具を工夫し

たりサポート方法を開発したりするということな

んですね。はじめから「障害者にはできない」と

取り除けてしまうのは、それこそ差別そのもの

だったと気づかされました。 

越部 特別に「障害者のために」というプログラ

ムがあるのはおかしなことですよね。本来、アー

トの世界には障害／健常の区別なんかないのです。

みんな個性ある人間としてそれぞれの感性を持ち、

それに基づいてそれぞれの表現をしていくのが

アートです。「みんな違ってみんないい」という言

葉がありますが、障害者の理解はアートから入っ

ていくのが一番いいんじゃないでしょうか。  

薗田 先生がレクリエーション研修会で行われて

いる、トイレットペーパーを使ったパフォーマン

スなんか、いかにも楽しそうですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越部 あれも空間をアレンジするというコンセプ

トなんです。法政大学では夏の夕方「夕涼み身体

アートパフォーマンス」という名前で、車いすの

人たちも一緒に、自由に動き回る集いをやってい

ます。他にもシャボン玉を使ったパフォーマンス

やエコダンスと言って環境を表現する踊りや、障

害者スポーツ大会では「オーレ体操」という楽し

い動きをやっています。モチベーションを引きだ

すことができれば、曲がった腰も伸びますし、身

体を動かして楽しいという気持ちに火がつけば、

いろんなタイプの小作品ができて尽きることがあ

りません。 

薗田 そこでは「即興」ということが大事なんで

すね。なんでもシナリオ通り、会議の討論まで原

稿を書いておいて読み上げるのが当たり前になっ

てしまった風潮に対抗していくには、決まりきっ

たものから抜け出す「即興」の精神をもっともっ

と開発しなければいけませんね。 

越部 誰もが即興の力を持っています、これを解

放すれば、広い体育館に溢れるばかりの動きが出

て来て、それが変化発展してスゴイ世界が見えて

来ます。誰もが自分の感情のままに解放されて、

潜在しているもの―早い、遅いの生命のリズム、

豊かな表情、その人なりの味わいなんかが現れて

くる。それを応援し、見守り、そのステキな世界

を一緒に味わうのがアート支援者の役割だと思い

ます。 

戸山サンライズでのレクリエーション研修会の表現

活動。 

夕涼み身体アートパフォーマンス。法政大学にて。 
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「片手の」でなく「音楽家」として 

 

 

桃山学院大学 

石田 易司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芸術大学 

福祉の世界にいる私たちにとって芸大というの

はあまり関わりのない世界である。ところが先日、

左手一本でプロのピアニストを目指す若者がいる

と聞いて、大阪芸術大学に会いに行った。広大な

敷地、立ち並ぶ校舎群。休日にも関わらずあふれ

る学生たち。どこか欧米の街角にでもいるようで、

大学のイメージが覆されるようだった。 

彼の名前は床次佳浩君。1992年生まれの23歳。

２年前、４年生になる時に、そのまま昇級せずに、

彼は学則で定められた最長の２年間の休学を選ん

だ。 

以前、障がい者の自立や文化芸術を支援するボ

ランティア活動をしていた彼を知っている私は、

休学と聞いてとても心配した。会いたいと思った

のも、若い障がい学生が悩んでいるのなら、福祉

を専門にする大学教員として何か支えになること

ができるかもしれないと思ったからだ。私の常識

では、障がい学生の休学というのは、卒業を前に

した彼の場合、症状の悪化や心の病が原因だと思

いこんでいた。 

 

手だけでなく、足も目も 

大学の入り口近くの待ち合わせ場所で彼がいる

のはすぐにわかった。２年間会っていなかったけ

れど、その顔はすぐにわかった。けれど、落ち着

いて話をしようという食堂までの道が遠くてかな

わないと彼は言う。手が不自由なのは知っていた

が、足も不自由だったのには、この時初めて気づ

いた。いくら広大な学舎とはいえ、門から食堂ま

での道が遠いと感じるのは、よほど足の調子が悪

いのだろう。後で聞いたところでは目も不自由で、

視野が90度しかないとのことだった。プロのピア

ニストを目指すというが、休学といい、体の不自

由さといい、これから話を聞くことがとても不安

になった。 

ところが、床次君は食堂の席に着くなり言った

のだ。それも素敵な笑顔で。「２年間の休学を終え

て、この春からまた復学するんです」と。休学の

原因は私の予測通りではなかった。大学卒業後、

将来、プロの演奏家として、目指す音楽の姿を明

確にするために、何をすべきかを考

えたかったから、休学を選んだのだ

と。そして彼は、「図書館にあるすべ
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ての CD と、インターネットで配信さ

れる音楽を、早朝から深夜まで、２

年間聞き尽して、演奏家としての自

分の音楽像が描けたからこの春から復学するんで

す」と笑顔で言ったのだ。 

 

自転車のブレーキが 

床次君の障がいは脳腫瘍が原因の右半身マヒ。

３歳からピアノとテニスを習っていたというから、

まあ、いわばいいところのボンボンだったのだろ

う。幼児期に斜視の手術を受け、定期的に眼科の

診察を受けていたのだが、小学校に入ってしばら

く眼科医を訪ねることがなかった。小学校４年生

の時、親に無理矢理連れていかれて受けた診察で

視野狭窄が指摘された。その原因を追究するため

に入院して受けた精密な検査で、脳腫瘍が発見さ

れた。10歳のクリスマスの時期だった。 

翌年１月に手術。３か月の長期の入院。家族の

見舞いも許されないほど深刻な状況だった。 

今から思えば、自転車の右ブレーキが利きにく

かったり、テニスでのスウィートスポットにボー

ルが当たらなかったり、目も手も不自由な状態

だったのだが、自分では気づかなかった。 

 

自然にピアノの前に 

病院退院後、入所の療育センターでリハビリ生

活が続いた。何も考えられなかったし、何もする

気にならなかった。ピアノも自分では「止めた」

と思っていたが、退屈を紛らすために、療育セン

ターにあったアップライトのピアノの前に座って、

左手1本でメロディだけを弾いている自分がいた。 

きっかけは人との出会いによって生まれてくる。

片手でピアノに向かっている床次少年の姿を見た、

のじぎく療育センター作業療法士の山脇茂美さん

が、1本のビデオを見せてくれた。日本障害者ピア

ノ指導者研究会の主宰者・迫田時雄さんの指導ビ

デオだった。少年ながらそのビデオ

に深く心を打たれた。障がい者が迫

田先生指導の下、ピアノに打ち込ん

でいる姿だった。「これだ、これしかない」と深く

思った。 

 

本格的なレッスンを 

退院後、実際に障がい者音楽の指導に当たって

いる大学の先生に本格的にピアノを習い始めた。

高校２年生まで習ったけれど、自我が芽生え、生

意気になった自分と音楽に対する考え方が違った

ので、けんかしてレッスンを止めてしまったと彼

は言う。先生の名前も、詳しい事情も、この件に

関してはそれ以上彼は語ってくれなかった。よほ

どつらい体験だったのだろう。 

「ピアノのレッスンを受けていると発表会とか

コンクールとかがあるけれど、それはどうしてた

の」と聞いてみた。ある時、片手で演奏できる障

がい者用に開発されたリコーダーとピアノで「世

界に一つだけの花」を弾いた。ほかの誰よりも大

きな観客の拍手をもらった。「観客の反応はうれし

かった。でもそれは自分の音楽に拍手してくれた

のか、片手だから誉めてくれたのかわからない不

安があった。」 

彼はさびしそうだった。 

こうした冷静さと求める音楽のレベルの高さが

床次君なのだろう。初めて知った障害者用に開発

されたリコーダーに「へー、そんなリコーダーが

あるの」と驚いたら、「福祉の仕事をしていて、そ

んなことも知らなかったんですか」と、反対に驚

かれてしまった。 

 

大学進学 

でも大学を選ぶとき、父が「お前にはピアノし

かない」といってくれた一言で音楽大学進学を決

めた。それは教育者としてではなく、演奏家とし

ての自分の将来を決めたのと同様だった。けれど、

将来への不安は付きまとっていたし、焦ってもい

たと床次君は言う。 

ほとんどの音楽大学には実技の試験があり、そ

の試験の多くが課題曲を弾くというものだった。

けれど、片手で弾ける課題曲のある音楽大学はな



2016年冬号 特集 

－7－ 

かった。たった一つの選択肢が課題曲のないＡＯ

入試で、自分の弾ける曲で選考してくれるこの大

学だった。 

こうして大学生になり、ピアノ演奏家を目指し

た。３回生の秋、ウィーンで開かれた「国際障害

者ピアノフェスティバル」に参加した。その審査

員の一人が即興で弾いた音に、頭を打ちのめされ

た。会場が教会だったこともあるのだろうが、自

分が今まで聞いたこともない深い音、美しい音が

流れていた。楽譜には書けない音があることを

知った。自分自身が責められているように聞こえ

た。お前の目指している音楽はそれでいいのかと。

「もっと命がけにならないと。学校ではない。先

生の出す課題に追われているだけの学生生活では

だめなんだ」と。 

 

休学 

そして休学。「その結果は？」という私の質問に

「第9の素晴らしさがちょっとわかってきた、複雑

な立体的な音楽だということが」 

ここから後の彼のいう音楽、彼の目指す音楽は

到底私の言葉では書き表せない。印象的な言葉だ

けを連ねれば「静かだけれど、深い音楽」「眠たく

ならないクラシック」「コンクール的

な音でなく、個性がにじみ出す音楽」 

「で、４年生に復学して、卒業後

は？」「もちろん演奏家を目指します。だから就職

活動はしないし、就職もしない」 

障がいを持つ一人の青年がプロの演奏家を目指

す。その道は簡単ではない。３年前に彼の演奏を

聴いた私としては、音楽としての値打ちより、片

手で弾くアクロバティックな音に驚いた。その片

手を売り物にしないで、僕の音楽を聞いてくれる

人に出会いたいという床次君の将来に期待したい。 
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暮らしの中に作る喜びを 
～陶芸に取り組む「すみれ会」の活動～ 

 
 

社会福祉法人すみれ会 支援員 

佐藤 章夫 

 

東京都立川市にある社会福祉法人「すみれ会」

では、現在、文化活動の一環として、陶芸クラブ

の他、踊り、音楽、太鼓の４クラブが、また、器

楽、ダンス、活花の３サークルが活動しています。 

また、地域の方々とハンディを持つ方たちが音

楽やアートの表現を通じて交流を図るために、過

去４回「夢の贈り物」と名付けたイベントも開催

してきました。 

 

１．「かたち」を作り出す喜び 

陶芸クラブは月に２回、造形作家の指導のもと、

作陶活動に取り組んでいます。年間を通して作品

作りをするのは、「作品」の出来栄えを素晴らしく

したり「芸術性」を高めたりすることだけではな

く、仲間とのコミュニケーションを大切にしたり、

協調性をふかめたりと、「作陶」を通して得られる

心地よさがあるからです。そこでは、内気な方で

も自己表現ができ、また、自分では日頃気づかな

いストレスを自然と発散することも、大切な目的

になっています。 

陶芸を教えて

いる造形作家・

田宮義寛氏は次

のように述べて

います。 

陶芸の「土」

は、のばす、ち

ぎる、はる、そ

してけずるとい

う作業がとてもしやすく、土の中でいちばん使い

やすいと言われています。「土」からさまざまな「か

たち」をつくり、それは「表現する」「創作する」

ことの楽しさを実感しやすい材料と言えるでしょ

う。 

私たちの手から生れて来た独創的な「かたち」

をそのままにとって置きたいと思っても、だんだ

ん乾燥してくると、ヒビがはいり、そのヒビが大

きくなり、感性豊かな「かたち」はすこしずつ崩

れはじめ、いつのまにか壊れてしまいます。そこ

でその「かたち」が日常の使用に耐えられるよう

ガラス質の釉薬で覆い、「焼く」ことをします。 

みんなの手の中からいろんなたくさんの心温ま

るかたちたちが生まれてきました。実用的な器か

らアート的な作品、毎年の干支、お雛様、五月人

形、クリスマスに因んだ用品などです。できあがっ

た「作品」を見て、「やったー」「きれい」「かわい

い」「すごいー」「わっー」とみんなの率直な声が

出てきます。こうした感想を大切に受けとめ、ひ

とりひとりの「良さ」をみつけて、その「良さ」

を生かしながら「かたちづくり」を進めていきた

いと思います。 

田宮さんの言葉をまとめると、陶芸を通じて「お

互いに支えあう」ことができ、「自分だけではがん

ばれないけど仲間がいればがんばれる」というこ

とになるでしょう。 

アートとは、何もないところ＝「無」から形あ

るもの＝「有」を産み出すことです。いろいろと

悩みつつ、自身の身体からしぼり出して、世界に

ひとつしかない「形」を生み出すことです。その

プロセスはとても難しいけれど、苦しいというよ
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りはむしろ楽しいところがたくさんあるはずです。

出来上がってしまえばすべては楽しい満足感に変

わります。 

また、ひとりで作るよりは仲間といっしょに支

えあって作る方がより良い「かたち」が生まれや

すいはずです。もちろん芸術性を高めることは究

極の目標ではありますが、コミュニケーションを

豊かにし、協調性を高め、「ゆとり」ある生活を実

現するという意味でも、アート活動の価値は大き

いと言えるのではないでしょうか。 

 

２．一人一人を見つめる支援者 

陶芸活動を見ていると、各人が持っている「ち

から」（技能）にも「個性」があることがわかって

きます。 

 

(1)「かたち」をつくることに集中するひと。 

(2)「いろ」を塗るのに夢中になるひと。 

(3)「文字」を書き入れるのに熱心になるひと。 

 

三人三様です。それぞれの持つ「ちから」をま

ずは見つけ出し、それをどうやったら高めること

ができるか、それにはどのような「道具」(補助具)

が必要なのか、既存の道具でよいのか、その人に

合った道具はどんなものか―支援者はいろいろな

ことを考えなくてはなりません。 

色の問題にしても、どんな色に興味を示すのか、

絵の具の種類はアクリル絵の具か、釉薬で色をつ

けるか、などなど、まさに十人十色の好みがあり

ます。他方で活動の費用には限度があります。支

える側の工夫と苦労はつきものでしょう。 

ひとりひとりの個性ある「メッセージ」を受け

とめ、ひとりひとりの「良さ」(＝強み)を見つけ

て、その「良さ」を生かしながら支援をしてこそ、

個性ある「かたち」が出来上がっていくのです。 

障害を持つ方たちの「時間」は、私たちが持っ

ている「時間軸」とは別なのかもしれません。で

も、彼らのちょっとした手の動きや表情が発信す

る情報を見逃さず、「これだ！」と自信を持てる新

たな発見に到達することができれば、そこにこそ

支えてきた人の支え甲斐があり、ともに取り組ん

だそれまでの「時間」が報われるは

ずです。 

こうして見つけ出した「ちから」

やその「ちから」が作りあげた「かたち」は、世

界にひとつしかない「アート作品」に生まれ変わ

るのです。そのためには、支える人の眼も大切な

要因になります。何気ない「かたち」でも、見方

によっては素晴らしい「アート作品」になるかも

しれません。支える人の鑑識眼が問われるところ

です。 

「やった」「きれい」「かわいい」「すごい」とい 

う作り手側の素直な喜びと、「明るく」「元気で」

「温かい」支え手側の純な感情が融合すると、ま

た作ってみたいという意欲が湧き出てくるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．作品を通じて社会に参加する 

出来上がった陶芸作品は、自分の部屋に大切に

飾っています。毎年作る「干支」も増えていきま

す。飾る場所がだんだんなくなって、とうとう棚

の中に入ってしまいます。保管です。 

ひとりひとりの「良さ」、「個性」が光る作品が、

そしてみんなの手の中から生まれて来た、たくさ

んの素敵な「かたち」が自分の部屋の棚の中に仕

舞われてしまったままではもったいない。飾って、

人の目に触れてこそ「かたち」は生きているとい

えるはずです。 

できあがった「器」や「作品」はお店（「ギャラ

リー＆喫茶・ぽれポれ」という法人直営店）で販

売もしています。障害のある方がそ

のお店のスタッフもしています。 

でも、お客さんが手に取ってくれ



特集 2016年冬号 

－10－ 

ることはめったになく、見ても興味

を示して頂けません。時間の経過と

共に、だんだんと展示棚の下の方に、

「ぽれポれ」の隅っこへ追いやられていきます。

たまに、その隅っこから手に取って買い求めてい

く方は、ごくごく一部、関係者に近い方というこ

とになります。 

以前、店先に陶芸クラブでつくった「傘立て」

が置いてありました。新しく店を出すのでほしい

のだがと声をかけてくださった方がいました。

願ってもないことでしたが、値段の折り合いがつ

かなかったようです。 

「一般の労働とは異なる次元の手ごたえのある

活動」（※１）としての「ものづくり＝陶芸」がそ

の位置を「継続して保障」され、「アート」が「仕

事につながる」（※２）としたら、その「活動」は

重い知的障害者の収入の一つに数えられることに

もなり、生活の豊かさにも、仕事の張り合いにも

つながるはずです。 

「フツー」の障害を持った方たちの「アート活

動」を、率直な目で見てほしいなあと思います。

「偉い人」が感想を述べるのではなく、ごくごく

当たり前の市井の人が「いいなあ」と感想を言っ

てほしいと思っています。そういう「フツー」の

人の言葉がどんどん大きくなり、広がっていって

ほしいのです。それが障害のある人も障害のない

人もともに生きる当たり前の社会を作る力になっ

ていくのではないでしょうか。 

障害のある人のアート活動への対価を求めるま

でには、まだまだ社会が成熟していないように思

えます。だからこそ、もっともっと声をあげてい

かなくてはと感じています。 

「あなたのアートは、いいよぉ、素敵だよぉ」

と、だれにも聞こえるように大きな声で言ってく

れる人を増やしていかなくてはなりません。「本当

にいい、ありがとう！」と素直に喜んでもらえる

ことによって社会との関係性ができ、社会参加に

つながっていきます。 

人間の感情・気持ちの表現は私た

ちの心を豊かにします。誰でもが笑

顔をみれば心豊かになり、返された

笑顔をみて、私たちは他者から認められた、と感

じる事でしょう。素晴らしいことだし、嬉しいこ

とです。 

アートの内容は、どんなことでもよいと思いま

す。陶芸にしても、粘土をこねるだけでも、いじ

るだけでも、いや触れるだけでもよいのです。そ

れらはみな心の表現、気持ちの表現につながって

いきます。 

表現する楽しさ、面白さ、それを感じていられ

る間は無心になれるし、情緒が落ち着きます。そ

して無垢で純真な空間が身体の中に広がり、そう

した「感情」を分かち合うことから豊かなコミュ

ニケーションが可能になります。アートにはそん

な素晴らしい力が秘められていると言えるのでは

ないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に「すみれ会」の小林由美子統括支援ディ

レクターの言葉を紹介します。 

「だれでもが、潤いのある生活を追及する権利

を持っている。いっぱいの幸福を一緒にあじわい

ながら、強くたくましく、楽しくここちよく、も

うひとつ欲張ってみんなの笑顔がキラキラ輝いて

いる。その時間は、いつも流れている。」 

 

引用文献 

※１ 薗田碩哉「障害者の芸術活動～ユニバー

サル・アートのすすめ」 

※２ 柴崎由美子「障害者の芸術活動」の現在

を想う～エイブル・アート・ムーブメン

トの取り組みから～」 

（いずれも戸山サンライズ2014年夏号）  
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文化の一端としての 

スポーツ活動発展の経緯と意義 

～2020東京パラも視野に～ 
芝田 徳造 

 

＜人類の進化と文化＞ 

人類の歴史は約500万年前に始まったと言われ

ています。四つ足歩行から直立二足歩行となり、

歩行から自由になった前足を手として使用し、

種々の道具を開発しながら労働をするなかで、「自

然に手を加えて形成してきた物心両面の成果を

（文化）と呼び、衣食住を初め技術・学問・芸術・

道徳・宗教・政治など生活形成の様式と内容を含

む」（広辞苑）とされています。人類はその文化の

質を高めることで、より豊かな生活を構築しつつ、

現代まで歩み続けてきたのです。 

そしてスポーツ（身体運動）も、人類が労働（当

初は主として狩猟・漁労・採取活動等）のなかで

創造してきた貴重な文化の一つです。その意味で

は、人間の身体そのものも文化的遺産と言うこと

ができます。なお、スポーツ（身体運動）を「運

動文化」と表現する研究団体「学校体育研究同志

会」もあり、本稿でもこの表現を用いる場合があ

ります。 

 

＜スポーツ（運動文化）発展の前史＞ 

人類が定住して農耕・牧畜を始めたのは、いま

から約１万年前とされています。それ以前の極め

て永い年月（原始時代）は集団での移住生活で、

労働は専ら狩猟（鳥獣の捕獲）・漁労（魚の捕獲）・

採取（草や木の実などの採取）で、食料を得てき

ました。その狩猟・漁労活動で、獣を追う（追わ

れる）なかで走力を、川や倒木等を跳び越えるな

かで跳躍力を、石や槍を投げるなかで投擲力を高

め、さらに泳力や弓射の力も鍛えてきたのです。

また集団で狩猟・漁労・採取をする必要から言語

を獲得し、頭脳も発達させてきました。なお、頭

脳の発達には、重い頭部を支持できる直立姿勢が

大きく関係したと言われています。 

これらの身体的能力が労働から自立し、運動そ

れ自体を楽しむスポーツ（身体運動＝運動文化）

の成立は、定住生活開始以後になると考えられま

す。すなわち、農耕・牧畜による生産力の向上が

もたらす経済的・時間的ゆとりがなければ、運動

文化を楽しむゆとりも生じないのです。 

そして数千年前の先史時代、生産力の向上に伴

う労働の合間の余暇時間に、走り・投げ・跳ぶ等

を競うようになり、それがスポーツの萌芽となっ

たと考えられます。それらが徐々に競技形式を整

えつつ、紀元前に古代ギリシャの祭典競技として

歴史上に現れるのです。 

古代ギリシャの祭典競技は、オリンピア・ピュ

ティア・ネメア・イストミアの４カ所で行われま

したが、オリンピアはギリシャの主紳ゼウスに捧

げる最も盛大な祭典競技で、競走・ボクシング・

レスリング・円盤投げ・弓射・戦車競技などが行

われたようです。 

次の古代ローマ時代には、奴隷の剣闘士による

殺し合いや剣闘士と猛獣との闘いを、広大な競技

場（コロセウム）でローマ市民が賭けをしながら、

見物したとの史実があります。これは観るスポー

ツの萌芽ではありますが、奴隷の生命を賭けの対

象にするという、運動文化の最悪の利用例です。 

中世では貴族・騎士・民衆と身分に基づく競技

が行われたようですが、７～８世紀頃欧州で農民

が牛や馬の膀胱を乾燥させて蹴り合った歴史があ

ります。それが12～13世紀頃から祭日等に、街対

街（村対村）の多数の男性が相手の街（村）の入

り口へ球を蹴り込むマス・フット

ボールへ発展しています。そしてしば

しばそれが乱闘となり暴動にまでな
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り、各国王が「フットボール禁止令」

をしばしば出した歴史もあります。 

また、身分の高い人が雇うフット

マン（手紙の運搬や連絡係）を互いに競走させて

賭けをする風習もあったようです。 

 

＜近代スポーツの発生と労働者・障がい者＞ 

そして18世紀半ば、世界で最も早く近代市民社

会の成立と産業革命を成し遂げた英国で、貴族・

地主・富豪等自らを「紳士」と呼ぶ人々が、それ

までの原初的で粗暴なスポーツを、紳士が行うに

相応しい「上品・安全・合理的」な内容の「近代

スポーツ」に創り変えたのです。 

例えば前記マス・フットボールを、危険行為防

止のためのルールを造り、それを監視する審判員

を置き、人数も最終的には11人にまで減らしたの

です。また陸上競技には「アマチュア規定」を設

け、競技による金品の取得を禁止し、さらに労働

者の参加まで禁止（職業による差別）しました。 

労働者達はこれに対抗して自ら「労働者スポー

ツ連盟」（欧州では現在も健在）を造り、独自の競

技会を開催し、「労働者オリンピック」を３回も行

うまでにいたります。そして、労働者さえ排除さ

れたのですから、障がいのある人も参加できな

かったものと考えられます。 

それに対抗してか、1888年にドイツのベルリン

で、耳の不自由な人々のスポーツクラブが設立さ

れ、それが1910年にはドイツ聴覚障がい者スポー

ツ協会に成長。さらに1924年の「世界ろうあ者競

技大会」にまで発展するのです（中川一彦氏著書

より）。 

また、第１次世界大戦中のドイツ陸軍野戦病院

で４名の軍医が、戦傷者のリハビリ訓練にスポー

ツを採用したとの歴史もあります（ハンス・ロー

レンツエンの著書より） 

 

＜第２次世界大戦以後の概略＞ 

第２次世界大戦後、1948年のロンドンオリン

ピックを皮切りに、一般スポーツ界も大きく復活

するなかで、障がいのある人々のス

ポーツも各国の戦傷者を中心に大き

く発展しました。とりわけそのなか

で、英国のＬ・グットマン博士の功績は大きく、

自ら院長を務める病院で戦傷者にスポーツを奨励

し、1960年にはローマオリンピックの後で、「第１

回身体障がい者オリンピック（車いす使用者）」を

開催しています。そして1964年にはその第２回が

東京で「パラリンピック」の愛称のもとに開催さ

れ、それが日本の障がい者スポーツの夜明けをも

たらすのです。 

しかしその当時は、一般スポーツも障がいのあ

る人々のスポーツも共に、「選手」と呼ばれる人達

だけのものでした。 

 

＜スポーツ・フォー・オール運動の展開＞ 

それに大きな変化を加えたのが、1950年代から

世界的に始まる「国民スポーツ運動」でした。つ

まり、「エリートのスポーツ」から「国民みんなの

スポーツ」への転換です。 

とりわけ画期的なのが、西ドイツの「ゴールデ

ンプラン」と、「第２の道運動」です。「ゴールデ

ンプラン」は、ドイツ・オリンピック協会が推進

したもので、1960年～1975年の15カ年で、町の中

心部をスポーツエリアとして確保し、住宅地のす

ぐ近くにスポーツ施設を、運動場16,254・体育館

12,501・屋内プール2,103・子供の遊び場26，076

造成し、そのほぼ完成期の1972年にミュンヘンオ

リンピックを迎えると言うものです。（元 NHK 記者

の報告文書より） 

「第２の道運動」はドイツ・スポーツ連盟が、

「ゴールデンプラン」と提携して進めた運動で、

「第１の道（選手スポーツ）」と共に「第２の道（国

民スポーツ）」を大々的に普及する運動です。 

また、ノルウェーの「みんなのスポーツ政策

（1975）」の発表、ヨーロッパ・カウンシルの「ヨー

ロッパ・みんなのスポーツ憲章」の採択（1975）、

さらに、ユネスコ（国連教育科学文化機関）が「国

連・体育スポーツ国際憲章」を全員一致で採択

（1978）し、その第１条に「体育・スポーツの実

践は、すべての人にとって基本的権利である。」と

明記しました。また1981年の「国際障害者年」を

契機に、ヨーロッパ・カウンシルが「障がい者み

んなのスポーツ Sports for All Disabled People

運動」を積極的に展開しています。 
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このように運動文化は、不十分さを持ちながら

も、世界的に「すべての人のもの」になりつつあ

るのです。 

 

＜人間にとって運動文化の持つ意義＞ 

運動文化が人間にもたらす効果には、一般的に

言われる健康の維持増進や精神的効果、障がいの

ある人々へのリハビリ効果等多くの事柄が挙げら

れますが、さらに次のような意義を挙げることが

出来ます。 

前記「学校体育研究同志会」は、身体運動を「制

御・表現活動」と規定します。すなわち、身体運

動諸能力を自らコントロールし、自らの運動能力

を表現する所に「運動文化の本質」があるとする

ものです。 

それはすべての競技に当てはまりますが、とり

わけ体操・新体操・フィギアスケート・シンクロ

ナイズドスイミング・水泳の高飛び込み・トラン

ポリン・各種ダンス等を想起して頂くと、よくご

理解頂けるのではないでしょうか。 

丹念な練習のうえで、競技会等でそれを全力で

表現する当事者は、最高の達成感・充実感を味わ

うことが出来ます。また、観覧者は大きく深い感

動に浸ることができます。それを求めて、あれほ

ど多くの人々が競技場へ足を運ぶのです。ここに

運動文化の大きな意義があると考えます。 

次に、文化人類学者の斗鬼正一氏は、文化を「人

間が生きることを阻害するものに対する対抗手段

として作りだしたすべてのもの」と規定します。 

このような観点に立つと、良く理解出来る社会

現象が多数あります。例えば、高度経済成長期以

後の爆発的な歩行・ランニングブームがそうです。 

同時期前後から産業界に導入されたオートメー

ション化・オフィス・オートメーション化が、ま

た一家に自動車が２台とも言われるモーターリ

ゼーションが、運動不足や精神的過緊張をもたら

し、それに対抗する手段としての歩行・ランニン

グブームなのです。 

また、ノルウェーで始まった「トリム（体の手

入れ）運動」は、同地の酷寒ゆえの過食と運動不

足による肥満の防止のためのものです。 

１次・２次の世界大戦戦傷者へのリハビリ訓練

から始まった障がい者スポーツも、

障がいへの対抗手段と考えると納得

がいきます。「人が生きることを阻害

するものに対する対抗手段」としても「運動文化」

は極めて意義のあるものと言えます。 

 

＜2020東京パラリンピックを迎えて＞ 

過日の日本障がい者スポーツ協会の総会で鳥原

会長は「東京パラリンピックで多数のメダル獲得

と共に、障がい者スポーツの裾野を大きく広げる」

と述べられました。同協会と日本パラリンピック

委員会は、今後全力を挙げてそれに取り組まれる

ことと考えます。 

平成25年１月の文科省調査によれば、スポー

ツ・レクリエーションを「週１回以上行った人」

は、成人一般47.5％・障がい者18.2％で、障がい

者の実施率は依然として低いことがわかります。

低い理由は種々あると考えます。まずは場所の問

題です。障がいのある人が歩いて10分ぐらいのと

ころに、親切な指導者もいる運動施設が多数あれ

ばと思います。 

そして実施内容です。筆者はかつて大阪の吹田

市で、重度障がいの人々を対象に調査をしたこと

があります。そのなかで「スポーツ実施の困難な

理由」を尋ねたところ、「出来るスポーツが無い」

が第１位でした。日本障がい者スポーツ協会でも

全国障害者スポーツ大会への重度障がい者の参加

機会の拡大に向けて、「ボッチャ」導入を一案に、

検討がされていることは画期的です。これがさら

に深まることを期待します。 

しかし、379万人を超える日本の身体障がい者の

内50歳以上が89.7％、70歳以上だけでも57.4％を

数えます（厚労省調査）。さらに障がいの重度化・

多様化と共に、内部障がい者や精神障がい者の増

加も顕著に見られます。スポーツ（運動文化）は、

重度・高齢・内部・精神障がい者の、生命・健康・

豊かな人生にも大きく寄与する重要な文化です。 

2020東京パラリンピックが、これらの人々にも

光が当てられ、日本の障がい者スポーツが、可能

な限りキメ細かく進められることを

願ってやみません。 

（京都市障がい者スポーツ協会理事長） 
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(問) １月に20歳前に初診日がある障害基礎

年金の請求をします。その初診日の証明を得るの

が困難です。何か手立てはないものでしょうか。 

 

(答) 20歳前に病気やけがにかかり、その後、

重症化した人は、20歳になると障害基礎年金を請

求することができます。 

 ｢初診日」とは、障害の原因となった病気やけが

について、初めて医師等の診療を受けた日をいい

ます。同一の病気やけがで転医があった場合は、最

初に医師等の診療を受けた日が初診日となります。 

 障害基礎年金の請求に当たっては、初診日を判

断するために「初診日を明らかにすることができ

る書類」の添付が求められます。一般的には、「受

診状況等証明書」をもって、初診日等の証明とし

ます。しかし、傷病が発生し、受診から長い期間

を経て重症化し、それから障害基礎年金を請求す

ることになると、診療録の保存期限（５年）の経

過や医療機関の廃院ということもあって、初診日

証明が得られなくなったり、初診日が特定できな

いため、障害基礎年金を受けられないという事例

も生じ、課題となっていました。 

 

○ これまでの対応 

 これまで初診日に関して、医師による証明（医

証といいます。）が得られない場合、請求者の状況

に応じて健康保険の給付記録のほか、発行日や診

療科等を確認できる診察券などの幅広い資料を参

照して対応するとされてきました。 

 20歳前障害による障害基礎年金の請求に限り、

初診日証明が取れなくても、明らかに20歳前に発

病し、医療機関で診療を受けていたことを複数の

第三者が証明したものを添付できる場合は、初診

日を明らかにする書類として取り扱うこととされ

てきました。 

 

○ ２０歳前に初診日がある場合の第三者 

証明の取扱い（平成27年10月1日以後） 

平成27年10月1日から20歳前に

初診日がある障害基礎年金の請求

に当たり、初診日の医証が得られ

ない場合においては、請求者が20歳前に発病し、

医療機関で診療を受けていたことを明らかにする

第三者証明により、請求者申立ての初診日を認め

ることができる取り扱いとなりました。 

 20歳前に初診日がある障害基礎年金について

は、給付内容が単一であり、請求者が少なくとも

20歳より前に、医療機関で請求傷病での診療を受

けていたことが明らかであると確認できればよい

ことから、初診日を証明する書類が第三者証明の

みの場合であっても、第三者証明の内容を総合的

に勘案して、請求者申立ての初診日を認めること

ができることとしたものです。 

 

○ 第三者証明 

 第三者証明は、基本的に次の①から③のいずれ

かに該当するものであることが必要です。 

① 第三者証明を行う者が、請求者の初診日ご

ろ又は20歳前の時期の受診状況を直接的に見

て認識していた場合に、その受診状況を申し

立てるもの 

② 第三者証明を行う者が、請求者や請求者の

家族等から、請求者の初診日ごろ又は20歳前

の時期に、請求者の初診日ごろ又は20歳前の

時期の受診状況を聞いていた場合に、その聞

いていた受診状況を申し立てるもの 

③ 第三者証明を行う者が、請求者や請求者の

家族等から、請求時から概ね５年以上前に、

請求者の初診日ごろ又は20歳前の時期の受診

状況を聞いていた場合に、その聞いていた受

診状況を申し立てるもの 

 

○ 第三者証明の留意点 

 第三者証明に当たっては、次の点に留意する必

要があります。 

 請求者の民法上の三親等以内の親族による第三

者証明は、認めないとされています。 

 第三者証明は、医療従事者によるものを除いて

原則複数が必要ですが、単数でも認められること

があります。 

(回答：社会保険労務士 髙橋 利夫) 

社 会 保 険 Q&A 
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携
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。

 

＜
第
１
回
＞
 

７
月
12
日
(火

)
 

 
 
 
 
～
７
月
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日
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)
 ＜
第
２
回
＞
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７
日
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月
）
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支

援
計

画
の

作
成

お
よ

び
運

用
に

関
わ

っ
て

い
る

者
。
 

＜
第
１
回
＞
 

９
月
17
日
(土

)
 

 
 
 
 
～
９
月
18
日
(日

)
 ＜
第
２
回
＞
 

１
月
28
日
(土

)
 

 
 
 
 
～
１
月
29
日
(日

)
 ＜
第
３
回
＞
 

３
月
25
日
(土

)
 

 
 
 
 
～
３
月
26
日
(日

)

２
日     

２
日    

２
日

７
０
名

７
０
名

７
０
名

 

障
害
者
施
設
 

 
職
員
研
修
会
 
新

任
職

員
コ
ー
ス
 

障
害

者
施

設
等

の
新

任
職
員
に
対
し

、
施
設
の
一
員
と

し
て

活
躍

で
き

る
よ

う
必
要
な
知
識

等
に
つ
い
て
研
修

し
、

施
設

運
営

等
の

円
滑
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す

る
。

 

障
害

者
施

設
等

に
現

に
従

事
し

て
い

る
新

任
職

員
（
異
動
に
よ
る
新
任
を
含
む
）
。
 

６
月
８
日
（
水
）
 

 
 
 
 
～
６
月
10
日
(金

)
３
日

７
０
名

 

機
能

訓
練

・
健

康
管

理
担

当
者

コ
ー
ス
 

障
害

者
施

設
等

の
機

能
訓
練
担
当
者

及
び
健
康
管
理
担

当
者

に
対

し
必
要
な

知
識

、
技
術
等
に
つ
い
て
研
修
し
、

障
害

者
支

援
サ

ー
ビ

ス
の
向
上
と
施

設
運
営
の
円
滑
化

を
図

る
こ

と
を
目
的

と
す

る
。
 

障
害
者
施
設
等
に
お
い
て
機
能
訓
練
、
健
康
管
理

等
を
担
当
す
る
者
。
 

10
月
17
日
(月

)
 

 
 
 
 
～
10
月
19
日
(水

)
３
日

７
０
名
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研
 修

 会
名

目
 
  
  
 
  

  
 
  

 的
受

講
対

象
等

 
研

 修
 期

 間
日

数
定

員
資

格
認

定
等

 

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
職

員
研
修
会
 

身
体

障
害

者
福

祉
セ

ン
タ
ー
等
の
施

設
長
及
び
幹
部
職

員
に

対
し

、
国

の
障

害
者
福
祉
行
政

等
新
し
い
情
報
を

提
供

す
る

と
と

も
に

地
域
の
障
害
者

生
活
支
援
お
よ
び

施
設

経
営

等
の

知
識

に
つ
い
て
研
修

し
、
施
設
運
営
の

充
実

、
強

化
を
図
る

こ
と

を
目
的
と
す
る
。

 

身
体

障
害

者
福

祉
セ

ン
タ

ー
（

Ａ
型

、
Ｂ

型
）

及
び

従
来

障
害

者
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
事

業
を

実
施

し
て

い
た

障
害

者
総

合
支

援
法

に
基

づ
く

生
活

介
護

事
業

所
、

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

等
の

施
設
長
等
幹
部
職
員
及
び
中
間
管
理
職
員
。
 

（
開
催
地
調
整
中
）

 

９
月
29
日
(木

)
 

 
 
 
 
～
９
月
30
日
(金

)
２
日

５
０
名

 

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
型
、
Ｂ
型
）
及

び
従

来
障

害
者

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

事
業

を
実

施
し

て
い

た
障

害
者

総
合

支
援

法
に

基
づ

く
生

活
介

護
事
業
所
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設

長
等
幹
部
職
員
及
び
中
間
管
理
職
員
。

 

２
月
16
日
(木

)
 

 
 
 
 
～
２
月
17
日
(金

)
２
日

５
０
名

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
 

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン
研
修
会

 

障
害

特
性

や
保

健
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を

円
滑
に
提
供
す
る

た
め

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
理

論
と
手
法
に
つ
い

て
研

修
し

、
障

害
者

の
地
域
で
の
自

立
し
た
生
活
を
支

援
す

る
こ

と
の

で
き

る
優
れ
た
人
材

を
養
成
す
る
こ
と

に
よ

り
、

障
害

者
の

地
域
福
祉
の
推

進
に
寄
与
す
る
こ

と
を

目
的

と
す
る
。

 

都
道

府
県

、
市

町
村

、
福

祉
事

務
所

、
相

談
支

援
事

業
所

、
社

会
福

祉
協

議
会

、
保

健
所

、
障

害
者

施
設

等
に

所
属

し
、

地
域

に
お

い
て

障
害

者
福
祉
に
携
わ
る
者
。

 

＜
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
＞
 

６
月
28
日
(火

)
 

 
 
 
 
～
７
月
１
日
(金

)

４
日

１
０
０
名

 

地
域

生
活

支
援

業
務

に
携

わ
る
者
に

対
し
て
よ
り
実
践

的
な

研
修

を
実

施
し

、
地

域
で
中
心

的
存
在
と
成
り
う

る
人

材
を

養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

地
域

生
活

支
援

業
務

に
携

わ
る

者
で

、
リ

ー
ダ

ー
を

目
指

す
者

（
現

在
、

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活
躍
中
の
者
を
含
む
）
。

 

＜
ア
ド
バ
ン
ス
ト
コ
ー
ス
＞

12
月
２
日
(金

)
 

 
 
 
 
～
12
月
４
日
(日

)

３
日

５
０
名

 

障
害

者
の

た
め

の
レ

ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
支
援
者
養
成
研

修
会

 

障
害

者
の

個
々

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
支

援
の

理
論

と
手
法
に
つ
い

て
研
修
し
、
障
害

者
が

潤
い

あ
る

豊
か

な
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
支
援
す

る
こ

と
の

で
き

る
人

材
を
養
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
障

害
者

の
自

立
と

社
会

参
加
の
推
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を

目
的

と
す

る
。
 

障
害

者
施

設
等

に
お

い
て

障
害

者
の

レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
携
わ
る
者
。

 
＜
第
１
回
＞
 

８
月
26
日
(金

)
 

 
 
 
 
～
８
月
28
日
(日

)
＜
第
２
回
＞
 

１
月
13
日
(金

)
 

 
 
 
 
～
１
月
15
日
(日

)

３
日   

３
日

５
０
名

５
０
名

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養

成
研
修
会
 

【
学
生
対
象
】

 

障
害

者
の

適
性

に
応

じ
た
運
動
競
技

種
目
及
び
身
体
運

動
の

実
施

方
法

並
び

に
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
と
の
関

連
性

等
に

つ
い

て
研

修
を
行
い
、
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
の

指
導

に
習

熟
し

た
指

導
者

の
養

成
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
の
推
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目

的
と

す
る

。
 

日
本

社
会

福
祉

教
育

学
校

連
盟

加
盟

校
及

び
教

育
学

系
・

体
育

学
系

の
学

生
で

社
会

福
祉

を
専

攻
し
、
か
つ
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
に

興
味

が
あ

り
、

今
後

の
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
振

興
に

貢
献

す
る

意
欲

の
あ

る
者
。

 

８
月
２
日
(火

)
 

 
 
 
 
～
８
月
４
日
(木

)
４
日

１
０
０
名

修
了

者
は
（

公
財
）
日

本
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
協

会
公

認
「

初
級

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

指
導

員
」
の

資
格

取
得

を
申

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 ※
 
上
記
の
研
修
会
概
要
は
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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平
成

28
年

度
 
全

国
障

害
者

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

（戸
山

サ
ン

ラ
イ

ズ
） 

研
 
修

 
会

 
日

 
程

 
表

 
※
下
記
の
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
当
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

  
平
成
28
年

 
平
成
29
年

 

４
 

５
 

６
 

７
 

８
 

９
 

10
 

11
 

12
 

１
 

２
 

３
 

障
害

児
・

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
研
修
会
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
11
～
12
 

土
 
日
 

障
害

者
地

域
生

活
支

援
従

事

者
研
修
会

 
 

 
 

①
 12

～
15
 

火
  
金
 

 
 

 
②

 7～
10
 

月
 
木

 

 
 

 
 

『
個

別
支

援
計
画
』
作
成
お
よ

び
運
用
に
関
す
る
研
修
会

 
 

 
 

 
 

①
 17

～
18
 

土
 
日

 

 
 

 
②

 28
～
29
 

土
 
日

 

 
③

 25
～
26
 

土
 
日

 

障
害
者
施
設
職
員
研
修
会

 
 

 
①
新
任
職
員
 

８
～
10
 

水
 
金

 

 
 

 
②

下
記

(注
1)

参
照
 

17
～
19
 

月
  
水

 

 
 

 
 

 

障
害

者
福

祉
セ

ン
タ

ー
等

職

員
研
修
会

 
 

 
 

 
 

①
幹
部
職
員
 

29
～
30
 

木
 
金
 

（
開
催
地
調
整
中
） 

 
 

 
 

②
幹
部
職
員
 

16
～
17
 

木
 
金

 

 

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
研
修
会

 
 

 
①
ﾍﾞ
ｰｼ
ｯｸ
ｺｰ
ｽ

28
～
7/
1 

火
 
金

 

 
 

 
 

 
②
ｱﾄ
ﾞﾊ
ﾞﾝ
ｽﾄ

 
ｺｰ
ｽ 

２
～
４
 

金
  
日

 

 
 

 

障
害

者
の

た
め

の
レ

ク
リ

エ

ー
シ

ョ
ン

支
援

者
養

成
研

修

会
 

 
 

 
 

①
 26

～
28
 

金
  
日

 

 
 

 
 

②
 13

～
15
 

金
  
日

 

 
 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
指

導
員

養

成
研
修
会
【
学
生
対
象
】
 

（
注
２
）
 

 
 

 
 

①
 下
記
(注

2)
 

２
～
４
 

火
 
木

 

 
 

 
 

 
 

 

  
（
注
１
）
Ｏ
Ｔ
、
Ｐ
Ｔ
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
員
、
看
護
師
等
で
機
能
訓
練
及
び
健
康
管
理
に
携
わ
る
者
対
象
 

 
（
注
２
）
日
本
社
会
福
祉
教
育
学
校
連
盟
加
盟
校
の
学
生
対
象
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